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Sun Fire エントリレベルミッドレン
ジシステムファームウェア 5.20.0 
のご使用にあたって

本書では、Sun Fire E2900、Sun Fire V1280、Netra 1280、および Netra 1290 システ
ムのファームウェア 5.20.0 release に関する 新情報と、新しい機能および変更され
た機能について説明します。

本書では、次のトピックについて記載します。

■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジ (E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) シ
ステムのファームウェアのマニュアル

■ 5.20.0 Release で導入された機能
■ 一般的な情報
■ Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムの既知の制限事項

Sun Fire エントリレベルミッドレンジ 
(E2900/V1280/Netra 1280/Netra 1290) 
システムのファームウェアのマニュアル

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』
(Part No. 819-5593-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコントローラコマンドリファ
レンスマニュアル』
(Part No. 819-5589-10)

■ 『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムファームウェア 5.20.0 ご使用
にあたって』
(Part No. 819-5584-10)
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5.20.0 Release で導入された機能
この節では、Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムでの 5.20.0 release の新
機能について簡単に説明します。

サポートされているシステム

5.20.0 release では、新しい Netra 1290 システムをサポートします。Netra 1290 シス
テムのファームウェアリリースの 小要件は 5.20.0 です。

サポートされているボードの種類

5.20.0 release は、UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードをサポートします。
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを使用したシステムのアップグレードの詳細
は、『Sun Fire E2900/V1280 UltraSPARC IV+ 1.8GHz CPU/メモリーボードのアッ
プグレード要件』(819-6708-10) および『Sun Fire E2900 システムサービスマニュア
ル』(817-6475) または『Sun Fire V1280/Netra 1280 システムサービスマニュアル』
(817-4511) を参照してください。

5.20.0 でさらに拡張された可用性機能

ファームウェア 5.20.0 release を、Solaris 10 オペレーティングシステムが動作してい
るドメインを持つシステムで使用すると、Solaris が検出したハードウェア障害イベ
ントに関する情報が提供されます。この情報は、Solaris ソフトウェアによって取り
込まれてからシステムコントローラに伝達されます。システムコントローラは、自動
診断 (AD) およびドメイン (DOM) のイベントメッセージを通じてこの情報を報告し
ます。

5.20.0 でのコマンドの追加または変更

5.20.0 では、次の SC コマンドが変更されました。

■ setupsc – Log Reset および Verbose Data Reset オプションの追加。

これらのコマンドの詳細は、『Sun Fire エントリレベルミッドレンジシステムコント
ローラコマンドリファレンスマニュアル』の説明を参照してください。
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一般的な情報

エントリレベルミッドレンジシステムの要件

Sun Fire E2900 システムでは、5.17.0 以降のファームウェアと、Solaris リリースの
小要件として Solaris 8 2/04 以降または Solaris 9 4/04 以降のオペレーティング環境
が必要です。UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードまたは PCI-X I/O ボード (ある
いはその両方) を搭載した Sun Fire E2900 システムおよび Sun Fire V1280 システムで
は、ファームウェアの 小要件として 5.19.0、Solaris リリースの 小要件として 
Solaris 10 または Solaris 9 オペレーティングシステム (使用可能な場合) の互換リリー
スが必要です。

ミッドレンジエントリレベルシステムの一部のハードウェアコンポーネントでは、次
に示すとおり、ファームウェアバージョンの 小要件を満たす必要があります。

■ UltraSPARC IV CPU/メモリーボードには、5.17.0 以降のファームウェアが必要。
■ UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードには、5.19.0 以降のファームウェアが必

要。

注 – SC V2 が構成されているエントリレベルミッドレンジシステムで、UltraSPARC 
IV CPU/メモリーボードを取り付けていない場合は、5.17.0 以降のファームウェアリ
リースを 5.13.001x にダウングレードできます。ただし、これらの以前のリリースで
は、5.17.0、5.18.0、5.19.0、または 5.20.0 で導入された機能がサポートされないこと
に注意してください。

表 1 エントリレベルミッドレンジシステムでサポートされるファームウェアおよびソフトウェアの
小バージョン

システム ファームウェアリリースの
最小要件

Solaris 8 オペレー
ティングシステムの
最小要件

Solaris 9 オペレー
ティングシステムの
最小要件

Solaris 10 オペレー
ティングシステムの
最小要件

Sun Fire E2900 システム 5.17.0 ファームウェア Solaris 8 2/04 Solaris 9 4/04 Solaris 10

Sun Fire V1280/Netra 
1280 システム

5.13.001x ファームウェア

5.17.0 ファームウェア

Solaris 8 2/02
Solaris 8 2/04

Solaris 9 4/03
Solaris 9 4/04

Solaris 10

Netra 1290 システム 5.20.0 ファームウェア Solaris 9 9/05 Solaris 10 1/06
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Solaris 8 および Solaris 9 オペレーティングシス
テムでのみサポートされる Sun Fire Link インター
コネクト

5.20.0 ファームウェアで Sun Fire Link インターコネクトを使用するには、Solaris 8 
または Solaris 9 のいずれかのオペレーティングシステムを使用します。

ファームウェアのアップグレードおよびダウング
レード

ファームウェアの更新手順 (アップグレードおよびダウングレード) は、『Sun Fire 
エントリレベルミッドレンジシステム管理マニュアル』に記載されています。 

Sun Fire エントリレベルミッドレンジシ
ステムの既知の制限事項
この節では、重大な影響を及ぼす可能性のあるバグについてのみ説明します。
README ファイルには、Sun の内部だけで検出されたバグも含めて、すべてのバグ
の一覧が記載されています。

POSIX タイムゾーンの 2007 年の移行日の変更 – 
米国の 2005 年エネルギー政策法 (バグ ID 
6369788)

タイムゾーンによっては、新しい夏時間 (DST) の規則が 2007 年 3 月 11 日 (日) から
適用されます。たとえば、2006 年の太平洋標準夏時間 (PDT) は 4 月 2 日 (日) から始
まり、10 月 29 日 (日) に終了します。2007 年の PDT は 3 月 11 日 (日) から始まり、
11 月 4 日 (日) に終了します。

DST の規則は、米国の 2005 年エネルギー政策法によって変更され、2007 年から変更
の適用が開始されます。これらの変更の一部は、オーストラリアのコモンウェルス
ゲームにあわせて 2006 年に実施されました。
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注意を促すために、システムコントローラ (SC) によって、2007 年 1 月 1 日から 1 日
に一度、再起動を求める警告メッセージが SC コンソールに出力されます。次に例を
示します。

新しい DST の規則をロードするために、2007 年 1 月 1 日から 2007 年 3 月 11 日まで
の間に SC を再起動してください。

OBP の show-post-results と ScApp の 
showboards で出力される I/O タイプが一致しな
い (バグ ID 6305912)
エントリレベルミッドレンジシステムの一部のボードについて、OBP と ScApp とで
異なる I/O タイプが報告されることがあります。次に例を示します。

POST は、I/O ボードを PCI+ と示しています。

ScApp の showboards コマンドは、同一の I/O ボードを PCIX と示しています。

どちらが正しいか不明な場合は、ScApp で報告されたボードタイプを信頼してくだ
さい。

WARNING: SC was booted in year 2006, and SC current year is 2007. Please reboot 
the SC to get the current Daylight Saving Time rules.

...
/N0/IB6  On  PCI+ I/O Board                 Active     Passed
...

...
Board 6, Type: PCIX IO
port 24 - Status = Pass, Type: PCIX IO
port 25 - Status = Pass, Type: PCIX IO
...
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ファームウェアのアップグレードによって接続形
式が変更される (バグ ID 5060748、6255332)
エントリレベルミッドレンジシステムのファームウェアを 5.17.x、5.18.x、5.19.x、ま
たは 5.20.x から 5.13.x に更新したあとで接続形式を変更した場合、そのあとで
ファームウェアを 5.17.x、5.18.x、5.19.x、または 5.20.x に更新して戻すと、5.13.x で
新たに選択した接続形式は保証されません。ファームウェアを 5.13.x から 5.17.x、
5.18.x、5.19.x、または 5.20.x に更新すると、5.13.x で変更する前に 5.17.x、5.18.x、
5.19.x、または 5.20.x で使用していた元の接続形式が復元されます。

回避方法: システムの安全性を確保するために、setupnetwork コマンドを使用し
て、接続形式を明示的に設定してください。

sgcn_output_line(): OBP console 

blocked; message data lost (バグ ID 
4939206)

Solaris ソフトウェアまたは OpenBoot PROM からのデータの提供が、システムコン
トローラによるコンソールへのデータの書き込みよりも速い場合は、表示されないコ
ンソールメッセージが存在することを示すメッセージが表示されます。

回避方法: ありません。

電源障害によって SEEPROM の内容が破壊される
場合がある (バグ ID 5093450)
セグメントの追加処理中に電源障害および SC の再起動が発生すると、再起動時に 1 
つ以上の SEEPROM セグメントが破壊される場合があります。ただし、このような
エラーメッセージが表示された場合でも、ドメインの可用性には影響ありません。

回避方法: ありません。
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異なる速度の USIV+ ボードで DR を実行したあと
でも、prtdiag で以前の USIV+ プロセッサの速
度が表示される (バグ ID 6372446)
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードが搭載された Sun Fire E2900 システムで、プ
ロセッサの速度の変更を含む DR 操作のあとに prtdiag コマンドを実行すると、こ
のコマンドが誤った速度を報告することがあります。

回避方法: picld デーモンを終了し、再起動してください。次に例を示します。

cfgadm unconfigure N0.SB0::mem の実行
後、panic:recursive mutex_enter の次に 
panic:panic sync timeout が表示される (バ
グ ID 6379866)
UltraSPARC IV+ CPU/メモリーボードを使用している一部のシステムで、次のコマ
ンドを実行すると、システムパニックが発生する可能性があります。

# cfgadm -c unconfigure N0.SB0::memory

回避方法: 使用している Solaris OS に適切なパッチを適用してください。

SBBC Reset Reason(s): Peer Reset, 

Watchdog Reset (バグ ID 6412546)
SC に対して複数の遠隔接続 (SSH など) を開くと、SC のリセットが発生する可能性
があります。ドメイン再構成 (DR) 操作の実行と同時に複数の遠隔接続を実行してい
る場合には、クラッシュが発生する可能性が高くなります。

回避方法: 特に DR 操作中には、SC への遠隔接続の数を制限してください。

# pkill picld 
# /usr/lib/picl/picld 
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